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〈研究紹介〉

人工衛星によるサティライト線の観測

核融合科学研究所加藤隆子

サティライト線とは

私が「サティライト線 (satellite line)J と言う

言業を初めて凡たのは，名古屋大学理学部物理の

X線天文学のグル プにいた頃で，早川先誹を始

的，現ず「字商科学研で活路してみえる出中消自 IS ，

棋野.山下，長瀬先生等がおられた時代です。(余

談になりますが最近宇宙科学研を訪れてこれらの

先生方を始め名占屋にいらっしゃった h に々お会

いして背の研究車に戻ったような妙な気分になり

ました)。その頃 X線スペクトルの解析のために商

品プラズ 7からのスベ 7 トル線の計算をしました。

その結栄を雑誌 Astrophysical Journal に投稿し

たところ， レフェリーのコメントの 'I" に satellite

line は巧層、したかとありました。 satellite line と

はなんだろうと }J.I，った記憶があります。 satellite

line とは H 本語に訳せば従者線または衛星線とな

ります。何故衛星くよどという変な名古 ~i をスペクト

ノレ線につけるのだろうかと考えたものです。サテ
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ィライト紘というのは， ~gl v 、共II車線の近くに現れ

るこまごまとしたスベクr )レ線の総称で，あたか

も地球のまわりを凶っている小さな人工衛星のよ

うなものという芯味あいを感じます。従ってサテ

ィライト紛!の発生機梢は何であっても構わないわ

けですが，主に二電['It結合によるもの，内殻励

起によるもの，プラズ7中の電場によるシュタル

ク労J柴により禁制遊移線が現れるもの匂に使われ

ています。

その後X線天文学を離れフ・ラズ7研究所(現イi

の核融合科i学研究所)で仕事をするようになり，

再びサティライト線について見出l き 1 るようにな

りました。最初にサティライト線をはっきりと見

たのは，アルミニウム絡にレザーを間射して出

来たプラズ7からのアノレミニウムのヘリウム様イ

オンからのX線スベクトルでした。高温プラズマ

から発生するサティライト線は二電子性祥結合に

よるものか内殻朋J起によるものです。二電ザ性桝



ています@

図 T 人工衛星「ひのとりJ により測定された太

陽フレ戸一時の鉄のヘリウム犠イオンからの高分

解X線スペクトル。ヒストグラムは測定値，実線

lまモデル計算による総和値，在斜線は二電子性再

結合によるサティライト線，右斜線lま内般悶起に

よるサティライト線強度を示cr.

太陽フレアーからのX線スペクトル

太陽フレアーが発生すると I keV 以上の商品プ

ラズ7が生成されX 線が発生します。人工1:1:1)1). rひ

のとり」は両分解の結品分光器により鉄の水業様

(FeXXVI)，ヘリウム線イオン (F.XXV) からの

スペクトノレ線を観測しました。これは亡き1:11 中捷

雄先生達がなされた仕事です。主なスペクトル線

は水素様の場合はライ?ン α線 Us-2p) ，ヘリウム

級の場合は Is'('5) ー Is2p(lP)の共鳴線ですがそ

の長波長制IJにサティライト線が観測されています。

図 1 にヘリウム綴イオン，..XXV の観測の例を示

します。斜似てつI之した部分がサティライト料lによ

るものですが， jC11白線 w のすぐ近くの部分(-I

852A) は行本以上向サティライト線が寄与してい

ます。図 l で l と印のあるのはこ電子性再結合に

よるもので q の印は内殻励起によるものです。 w

と 1 の強度比から電了温度が w と q の強度比か

らヘリウム線イオンとリチウム様イオンとのイオ

ン比が得られます。又禁制線 zUs'( 15) ー Is2s('

5))は水索様イオンからの帰結合の寄与を受け易
<w と z の強度比から水君主機イオンとヘリウム様

イオンとのイオン比を求めることができます。こ

の様にして求めたイオン比を~tI子温度に対してプ
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Is'2s+e ー~ Is2sne ー~ Is'2s (2)

• 制射電移

向勤電離 (サティライト線)

二電子性再結合によるものと内殻励起によるも

のは上の式て'も解るようにもとのイオンが典なり

ます。内般IJJ!J起によるサティライト線(Is'2s-

Is2s2p) と共鳴線( Is'-ls2p) は励起エネルギー

が同じ科 l主であるため強度比の温度依存性は守 sj <•
強度比からヘリウム械イオンとリチウム様イオン

とのイオン比を知る事が出米ます。この僚にサテ

ィライト線はプラズマ診断に重要な役割を来たし

一 2

結合とはプラズ7中の自由11I子( e)がイオン(例

え l;fl s' )と衝突した際に，相手のイオンの1正子を

励起しかっ入射電子自身も励起状態に捕継され，

ニf聞の'fflチが町ii)起状態にあるこ電子百i!J起状態 Us

2pne) をつくり， この状態からより安定な状態

Us'ne)へ制射巡移で移る過位の司王をいいます。
ここで n はま f託子数 e は方位呈千数をよーします。

一般に二電子励起状態はエネノレギー的には電子が

一個とれた次のit[離状態 Us') よりも上の状態に

あり，この織な状態を自動'ill維状態ともいいます。

~離エネルギーよりも高いエネルギー状態にあり

ますから屯離しやすくこの状態を経て '41 離する過

伐を自動定書 W. といいます。，J，~}，丘状態にニ 4市lilt 子を

持つヘリウム様イオンからの二屯子性再結合の例

は次の様に哀一されます。

二電チ性捕 4整

Is'+e 一一歩 Is2pne一一歩 Is'ne (Ij

• 幅射選手事

自動UL離 (サティライト線)

サティライト線は式(I)で表したように自動電離

と拘射選移の競争てー発生します。同じ屯子数のイ

オンに対して 1);\ (-番号が大きいほど料品I逃移確率

が白卸~ill離係数に較べて大きくなり、サティライ

ト線は発生し易くなります。二~子性再結合によ

るサティライト線と共鳴線 (ls'-ls2p) の強度は

イオン京‘度.Itt子密度が共通であるため，強度比

は電子極度だけの関数になり後j主比より電(-温度

を知ることが出来ます。

又内妓1正骨W.によるサティライト線は，基底状態

から内殻の電子が同~)起きれ.やはり二電f-1't励起

状態をつくり.安定化するときに発生します。リ

チウム係イオンをf91]にとると次のようになります。
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提出するものとする。

(3) 申請件提出先干 229 神奈川県相模原市由野

台3ート l 宇宙科学研究所内 (財)宇宙科学娠

興会事務局(電話) 0427-51-3911

3. 申請古受付け期間 平成 3 年 9 月 l 日~平成

3 年 10 }-J 31 日(事務局必 5むのこと)

4. 選有 }j 法。審査会において件類選考(必要が

あれば申術者と而接を行う)のうえ決定する。

5. 研究助成の決定通知;助成対象者への決定通

知は，キ成 3 年12 月上告 jに行う。

6. 助成 1'1数ぷひ a助成金額 1 1'1'300 万円

7. 研究の成呆及び会計の報告 助成金の受領者

には，研究成朱及び会計についての報告を後日

求める。

付記

(l)研究成果について刊行する場合は，本財団の

援助による旨書き添え，そのl] IJ 刷を l 部提出

すること。

(2) 申請性用紙は財団事務局に消求すること。

なお，提出された申請書は返却しない。

ロットして見ると水素線イオンとヘリウム隊イオ

ンのイオン比が常にー桁近〈電離平衡値より大き

いという結果が符られました。これは問中捷雄先

生達が「ひのとり J のデ タ解析から見いだされ

たものです。プラズマが急 lこ高品になり電離され

たとしても低屯雌状態からその電子温度の平衡他

に近づいていくのみでその平衡他よりも大きくな

るのは卑解できません。

超熱的電子の寄与

まず疑いが持たれたのは電車生平衡他を決める 11£

離速度係数と再結介 i車 lit 係数の他です。しかし水

業様.ヘリウム様イオンの原子データはかなりの

納皮で得られていて， 77 '7 1-2 のi主いはある

としても 桁の違いは無いと考えられます。そこ

で太陽 7 レアーで生成される超熱的電 f の寄与を

考慮してみました。太陽 7 レア で生成された市

温プラズ?中に超熱的電 fが流れ込んで来たとす

ればイオン化が急.激に進みます。超熱 (l'r iII -J こは一

部のプラズ 7のみを効率よく電離します。そこで

生成された水索機イオン文は襟のイオンの微な高

屯雌イオンはまわりのプラズ?と交わります。そ

こでは内定離イオンの iII 雌I~ に比較して温度が低

お知らせ

切除教官人事異動

尭令年月日 氏名 異動事項 現(旧)職等

{転怪)

3.7.I 怯方純 宇宙n学資料解 国文学研究資料館

析センタ 助教控 研究情報部助教担

(配置換)

" 三浦公位 宇I町輸送研究呆 宇宙探礎工学研究

教授 !l、教授

*<財)宇宙科学振興会研究助成候補者を募集

(財)宇宙科学振興会(I刻本忠弘理事長)は，宇

'由科学に関する研究の助成等を目的にH乍年 6 月設

立され，諸事業を I~f.ltzf:i しているが，このたび，次

のとおり平成 3 年度の研究助成募集要領を定め，

候補者の募集をする。

1.研究助成対象;宇宙理学(地上観測を除<l

及び宇宙工学(宇宙航空工学を含む)に関する

独創的・先駆的な研究活動を行う若手研究者(昭

利26年 4 月 2 日以降生れの者に限る)

2. 申請方法:

(1)申請者は，例人，共同研究の場合はその代表

者とする。

(2)申請にあたっては，別紙械式に記入のうえ，

いために再結合スペクト Jレを発生します。超熱的

電子は共同線の強度をI骨加させますが，サティラ

イト線の強度には影響を与えません。この様なモ

デルから時!日HI'Jに電離度の変化を追ってスペクト

ルを計算すると 8 keY 程度の超熱的電子が約 3%

あればヘリウム様イオンと水素繊イオンのスペク

ト Jレを説明できることが解りました。超熱til:J1l£チ

の存在の傍ffll として X線の連続スベクトノレ (30

300keV) を見てみますと，この 7 レアーの場合商

工ネノレギー領域のべきスペクトノレを低エネノレギー

に延ばした他よりも低エネノレギー (30-40ke V) で

スベクトノレが盛り上がっているのが見られます。

この現象が関係があるのかは硬 X線との関 i卓を量

的に調べる必裂があります。

今年の 8 月に人工衛星 SOLAR-A が打ち上げら

れますが， SOLAR-A では鉄のスベクトノレのみで

なく， カノレシウム，硫黄のへ I) ウム様イオンの X

線向分解スペクトノレも観測されます@超熱的電子

の寄与がこれらのイオンにどの僚に影響するかも

而白い課題だと思います。

太陽以外の天体から人」二衛星によりサティライ

ト線が観測されるのはあと何年後でしょうか。

(かとう・たかこ)

。

。



両立訂1 、 *平成 3 年度「宇宙科学研究所一般

t 事同! 公開J 開催される
~二正当I 8 回目を迎えた今年の一般公開は，

7 月 27 日wに相峡 1);\ キャンパスと国民生活センタ

ーで開iii:されました。

今年は，字'山科'"/研究所創設10周年に当たるた

め， また， 1992年の国際r:而年(IS Y)の記念:ド業

と位置付けられたこともあって，その全幽と実施

に所貝の力が一段と入った機了。

朝10時から間断なく続いた入場者は， 6 千人を

超え，どこの様ぷ会場も大変な盛況振りでした。

野外に民不された，相校!出〔初公開のM-3S11 ロ

ケ y トの実物大校塑.本年 8 月 268例)に打上予定

め SOLAR-A と次年IA打上予定のGEOTAILの実

物展示唱太陽発'ilL f桁星や， LUNAR-A , S F' U等々.

大きく拡がる ιj':'rtiへの少に識もが圧倒される線 f

でした。今年の公開等のメインテ マは「乍街へ

の招待J，その概要は次のとおリです。

講械と映画の会(医l民生前センター)

講演 rL学実験衛星「ひてんJJ ヒ杉邦慾教授，

r月の謎をさぐる CLUNAR-AJ 計画』水谷仁教

授，映幽 CM-3S 11-5号機 J1;スウィングパイ衛

鼎ひてんJ

第 l 会場 太陽発電f~i昆SPS2000，太陽観測1車f

!T'.cSOLAR-AJ ，磁気間観測衛星 CGEOTAILJ

第2 会場 月探脊計画 CLUNAR-AJ ，宇宙科学

の将米計画.液体水素エンジン，パノレート y ステ

ム，字宙ガエノレ.天文観 11\IJl:おJ"i t r ぎんが &ASTO

RO-O ム L学実験衛星 CMUSES-BJ ， C F' O，あ

けぼの・ GEOTAIL ，気球，赤外線， S F' U，観測

ロケ> ~， M ンリース\工 'γ: 実験衛星「ひてん J，

有輿飛詞 1体.風刺試験

第 3 会場 レ -J レガン Fire 等実績.レーザー十

砂川 1 等装置見学， FEL ，人工オーロラの突出

(rl., !'i 信夫)

*田中靖郎教授、日本天文学会理事長

5 川 168 の日本A.文学会総会で，新王 II事長とし

て同小約郎教妓が選出された。任期は平成 5 年 5

)J まで。(紀伊恒男)

合宇宙開発委員会一行組立オベ直後の KSC を視

察(表紙撮影 白坂友三)

久良知宇宙開発委只長代理以下，野村. I;~I llJ.

日 l 島各宇宙開発委員， ~lll 付利''1"伎術庁 frm 審議'自，

千原同字出企 11h jf 調柊係長が， 7)i401 鹿児向宇宙

空間観測所を悦祭された。本所ならびに文部省か

らは，首位 III KSC所長，二店教授，余米包列部長，

松尾科学n. 竹下学術1"'1際局研究機関課課長補佐

他が応対した。従前よりお願いしていたところ，

M-3S11-6 り機の組立終了直後という絶貯の折に

実現したわけで，今後とも折に触れてこのような

機会を設けて下さるよう切望するものである。

なお.組合企オベは， これに先立つ 7 )I28 に終

f した。当日は天候ィ、安定のためロケ y トを務偏

t菩から出すことができなかったが 8 月 26U に子

定されている SOLAR-Aの打|二げに向けて作業は

順測に進んでいる。(松尾弘毅)

*SOLAR-A総合試験終了

昨年 11 月初jめに開始した SOLAR-A総合試験は

千定の試験期間を 3 週間ほどオ パ して 7 月 24

H に無半終了した。 9 ヵ付の長きに亘る試験であ

った/

1者}札機材搬入.全打ち(試験関係者全tJ.による

打ち合せ会)よリ始まった総合試験。クリーンル

ーム専用のつなぎ服に柑干，マスク.干袋活用という

，'1-\で立ちで衛星組み立て作業，そして試験に立ち

向かう。クリーンルーム内の人数制限は 15名以下

と厳しい(その後クリ ンノレーム内の山浄l立の測

定の結来この人数制限は，やや緩和される)。クリ

ーンルーム内の2気中の技は 0.5 ミクロン以トーの

粒 fが 1 I)'>トノレ当り 50 以ト(干キjlfJきれいと忠わ

れる苦 BW の千分のー)という治 t争l互に維持されて

いる。これも，軟 X線望 i卓鋭に使用されている X

線反射鏡や cco 搬像表止が汚染に対し極端に弱

いためである。もちろん他の機溶も司よごれの十 l

Jt には十分注意する必要がある。この様に気を使

いながらの試験が M:t 圭まで絞〈。機~~の単体試験

に始まり総合国 'Mi' チエン 7 を続て以 J主試験、振動

衝撃試験，熱Jr.空試験と過附な試験が続〈。これ

らのー述の試験で数々の不具合が発見される。 11i

H 行われている夕会が夜 i出くまで続〈。時には，

i皇休白 Ilj に発見できて良かったと云うこともある

(担当の }j ご苦労線でした).兎にも角にも関係者

の並々ならぬ努力により無事試験を終了すること

ができた。

b1l!X線望遠鏡.プラグ結品分光計， J.ム干f， !i或 X 線

ガンマ線分光計そして軟 X 線虫迫鋭の名観測機 ~if

の加 ;l~; i，~も十分であり，打ち上げを1-.\つばかりであ

る。 n ，米、民 iの民， til の結 IR1 であるこの jili I，!をぜ

ひ成 J}J へ導きたい。(加藤雌雄)

4-



*SFU搭載二次元展開実験静荷重試験

二次Jし脱出，Jl~氾I壬ソーラーアレイ実験の主要な

ハードウェアである二次兄展開部の崎荷重試験が

5 月 IOn に点芝京浜tjJ業所にて実地された。 SFU

l 号機のペイロードとして，展開部l;J:SFU外部lこ，

制御器はペイロードボックス内に搭載される。展

開部は"三浦折り"により並み込まれた膜而椛造

物を収納.展開. Ii}収納，さらにコンティンジエ

ンン一時には分離放出する機能を有する。 H- I1ロ

ケ y 卜打ち tげ及びスペースシャト Jレによる地球

帰還の耐機械環境に遭遇するために. SFU搭載機

器はかなり多くの環境ケースに対して柿造健全性

を袋詰される。また展開部はその特異な機~~形態

によりイ'Jiif!作用 HI句と機器輸が一致していないの

で，的仰m試験にはいくつかの工夫が必要であっ

た。試験I:I f~に多少の遅延が発生したものの版|井l

部ハードは無事崎イ~j.ill試験をパスした(:ぶ真参照L
SFU ンステムよりの厳しいリソース制限により，

当初計jiIijされていた実験機 2ij:形態は白紙泣冗(ゼ

ロ)を余儀なくされた経緯がある。図 l面(二次元)

からリアルハード(三次冗)へと進捗し，担当者

としては一定の感慨がある。今後各コンポーメン

|単位の機能試験を経て. 9)J には懸 iffi装凶を用

いた“三ηHiii' I)..版刷機能試験を笑地する予定で

ある。(図中均)

*r ぎんが」日食帯を通過

7 月 12 R いつもより早< 8 時半頃出勤すると，

すぐに鹿児仏の運用当需の林田君(阪大)から電

話がかかってきた。 r ぎんが J がセ 7 ホールド

の状態になっているがどうすればよいかという非

常述絡であった.直ちに B械 2 階の衛星運用室へ

hき，衛星の状態を調べてみたが電源系，姿勢制

御系に呉常はなく . I.点閃をっきとめかねていると.

庇児島からエクリ y プスタイマーがオーパーフロ

ーしているという知らせがあった。これを聞いた

途端に 111 夜の皆既日食のせいではないかと布えつ

いた。海上保安庁水路古 1\ へ電話をかけたり、図卦

室へかけ込んだりして，日食帯の地図を見つけ.

まさかと思いつつ「ぎんが」の軌道を塙ねて薗い

てみると.ひ・ったリ一致した。 r ぎんが」は約 37

分の夜間帯を通過した後.予定では日の出となる

ところで日食帯に突入 L. ほほ i;rl 坑食帯に沿って

飛捌を続けた。このため r ぎんが J の夜は 54 分

と予定より 18 分粍長くなった。衛星の夜の時 II:I J を

il\l l るのがエク I) "プスタイ? で，これが 50 分を

越えると巽常 4; 態と判断 L. 衛星は 1'1 動的に安全

状態(セーフホーノレド)に人る。ホイーノレの i叫転

を停止して発電量が最大となるように姿勢を変克

するようになっている。 r ぎんが」は 11 J! J然.夜に

引き続いて日食帯に入ったためにこの安全装 ill が

作目指 J したことがわかった。 i自ちに似旧作業にとり

かかったが， 日食のせいで一予定がすっかり狂った

-1:1となった。不思議に l.i i}j1のトラブルは週末に

起こることが多い。(候野文命)

脅「さきがけ」目覚める

1988 年 12 月 23 日，送信織の高山力側にパワー低

下が生じたためテレメトリー送信を止めた係有機

「さきがけ」は.それから 2 年半の↑百 J. ビーコン

信号のみを発しつつ惑早間空間 1の飛行を続けてき

た。その問機体の姿勢保持は全て「さきがけ」に

仔せっきりて二太陽転射圧によリ姿勢が倒れてく

れば自分でガス・ジェ y トを噴いて元に戻す仕組

となっていた.一方レンジングもできないため.

臼田でのビーコン受信にはテレメトリー停止直面 l

に得られた軌道決定に恭〈アンテナ予報怖を用い

ざるを得ない状況ながら，幸いにもこの間「さき

がけ」が行方不明になることはなかった。これは

探査機が太陽の l白l う mg にあり地球との距離が約 3

1意キロになった時には，臼 iii のアンテナのポイン

テイングが O ， I ・ i主っただけてず， 50 万キロも離れた

とニろを狙うことになるということを考えれば，

軌道予測はかなり和維に行われてきたことを~'昧

する。
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そして 7JJ9 Jj.地味との距離が 4 干万キロを

切るまでに近付いて米た「さきがけ」に送信機低

til力状態でテレメトリーを送臼させるためのコマ

ンドが送られた。 rさきがけ」は見事にこのラブ

コールに答え，送信機高出力を除き全機2是正治と

のデータを込ーリ返してきた.太陽胤.ES昼間l磁場.

プラズマ波動の搭載観測器も全て巽';;"なしここ

に「さきがけJ は 2 年半に &"i{長い 11K りから伺覚

め.活動を科目目した。姿勢もガス・ジェ y トを多

数|司噴射したためスピンが大分早くなっていたも

のの.ほぽpi道iIIi:!霊山状態を維持しており.自律

機能が正常に動作してきたことが判明した.

就く 7 H10Jj. lIJjにわたり.さすがに 1985 年

1 月 8 n 才l ち上げ以米 6 年半に及ぶ長旅で疲れの

見えるガス ジヱ y ト装置をッ j りつつ，正規の状

態へとスピン・ダウンを実砲 rさきがけ」は定常

巡j司状態へと似帰した。(以下次号) (上杉刊 I:%< )

*日米共同気球実験

5)Jrl' 呼iから 1 ヵ月余りにわたって米問，テキ

サス州パレステインにある NASA，大気球実験場

(NSBF) にi訂正して行われていた日米共loi)気球

尖験が成功惚に終わった。

この尖験はアリゾナ大ザステュアート天文台と

の共同研究として行われたもので，電離した炭説

的持つ逮ぷ外スペクトノレ線 «(C lI)158μm) を使っ

て銀河系の未知の領域構造を係ろうとするもので

あった。第一lulU の飛捌は 5 月 25 Jjに，第二回目

は. 6H 1lJjに行われたが.いずれも 1100万JL万

7 ィート (13珊=30JJ立米朝凶) の大きな気球て・

打ち上げられ. 40kmに近いi出々 l主の灯条件下で観

測するニとが山米た。 2 固め観測とも観測 ?，iiは完

全に作動し銀 iiJI'tl心を含む，北山、の剖Ii"r而の主要

部分，銀総一 10・から 85・'銀総±2-3・の領域に

おける (ClI)紙!の観 jll'J をすることが出来た。従米，

li'JHJ墾 lUI研究は.中11:水素の21cm線.一般化炭;tミ

to
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炭素イオンの遠赤外線でみた天の川中山部

の 2.6mm 線による {l\;i ，品 I~ のガス成分.'itt離水卦;の

出す述品 ~cttt 波による高弘ガス成分について行われ

てきたが，今回行った (C lI)線の観測は両者の中

!日 lに位置するいわば Hまかいガス成分の検出に市対 J

で，それによって銀河系の新しい頗を見ることが

山米るかも知れないと l剥係者一向.線全 tテープに

収まった大誌のデータを前に期待に胸をふくらま

せている。(!見間治之)

*レールガン 7.45km/ 秒の速度を達成

fさll~ 表凶 1でのド員有の衝突現象のシミニ L レーショ

ンや，乍宙ステーションに対するスペースデプリ

(cJ:宙ゴミ)的対策などで活用されるレ-)レガ

ン装世 (HYPAC) は.特妹実験f!liスペースプラズ

7尖験設備のーっとして|品l発が進められている.

これまで松高速度を順調に f'l'ばしてきたが，この

feE, 7.45km/ 秒を記録した.これまで，レールガ

ンは過去に 10km/ 秒以七の速度がでたという報告

はあるが.そのfl' f税制の服従、と尖際の'夫験に迎 1刊

された骨 1J はなかった。そのため最近では.レール

ガンの速度の確認は I) X 一線吸収と 2) 磁気係

書|によるタイムオプフライトと 3) 7 ラ y シュ X

一線瞬間当 i:J'!. による飛しょう体の iiliif 象的確認がさ

れてはじめて認められる。そのな味では.この i車

l立はこれまでレールガンで確認された最 I均的速度

であり，レ-)レガ Jのライパノレ 2 段ガス銃の記録

を抜くのも目前に迫ってきた.

さらに.宇宙研のレールガンの特色は. 6km/

秒以上の速度を+/ー 5% の制度で設定が可能で，

安定で雌笑に運用できるところにあり，京大， ,Iil
岡大.山口大.拘i立;大. 1ftjJfj大などの全|司の共同

研究者の行う衝突尖験に!よく t罰則され成栄をあげ

ている。

今後さらに速度を上げる努力を行うとともに，

レールガンと同じ原理で.将米の宇宙推進手段と

しても可能性のあるコイルガンの開発も併せて行

う。(矢苛 t;'i ， 河}:1; 18t封)
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筒形と tF形の 2 純主Iiを刷い.問 3形の燃焼慌の側 1M

にはガラス製の鋭iill!窓を設け，燃焼状態を光学的

に観察および計測しました。

試験は ;ri 川}~嬬l軒並ムとの共同研究として 6H

29R から 7 月 14 日に能代ロケ y ト笑験場において

実施しました。今回の試験によって保炎協を用い

なくとも良貯な燃焼状態が維持できることが解明

でき.今後のこの般の空気吸込式エンジンの開発

に反映される tit ill なデータが得られました。

(抑1<1-:亘弘)

*ATRエンジン燃焼器予備試験

i¥TR(AirTurboRamje t.)エンジンは，ター

ボ7 アンをHi'、て大気中町空気を般化剤として l吸

い込み，これに水設を噴射して燃焼させ，その燃

焼ガスジェ y トによって推力を得る般進機関です。

このエンジンは将来のスペースプレーン等円高性

能な字 Hi 輸送システムの推進機関に比、刑すること

が則侍されています。

今回の試験は燃焼総の'I'て凶向速の空気流と水素

を出令 L，効率良〈燃焼させることを目的に実地

しました。今回は保炎慌を刷いない 3 舵矧の M作

骨量の特↑ 'I をill./.(的に訓査しました。燃焼i，;;:には円

「ひのとり」の落下

きる 7 月 11 口， 1 か月後にひかえた後継機 SOL

AR-A の打ち上げを待ちきれず.第 7 号科学術界

「ひのとり J(ASTRO-A) が大気問に再突入した。

前回の太陽 fj"fi! WJ 極大 J~J に令わせて 1981 .lf. 2J'1211ゴ

に M-3 S-2 号機で打ち上げられて以来， 10 年 5 か

月の生涯であった。

rひのとり」は SXT ， SOX , F' LM, lI XM , SGR

など， X 線・ガンマ紛 lを用いた太陽 7 レア観 iilll 装

fd とともに，ド XM ， TEL , IMP など'~1t書II.府;ii- iilll装

訟もあわせて搭減した。プロジェクト参IJII機|刻は

宇宙研，東京天文台(現・|孟l立天文fl )，東京大ザ

(宇宙線岬f，酒!学部)，立教大学.東北大学‘理化

宇研究所， 人ー阪大"'I'ーなどを含み， とくに cj"iiijjlf と

犬文台が4<杭的に協力した段初の1清原として芯援

が大きい。 lill足マオ、ジャーは.宇宙研へ消任後ま

もない回 1_1-1 !i'1~i日仏教佼が務められた。

「ひのとり J は惜しくも 1982年 6 }J にデータレ

コーダに故障をきたし実質的なミッションライ 7

を閉じたが，この間に笑に約1000flblにも及ぶ7 レ

アを検山 L ， I，;)時代のアメリカの SMM術星と，If;

んて凶太陽物JJI\学に新時代を UH抗I した。ブラ y グ結

理哩ー
軍量島

同署

品を用いた SOXや蛍光比例I.-I 数符を用いた FLM

はフレア lニ fドう温度 2 千万l立のプラズ7の診断に

fir;111L.，また小旺 l稔前所 t去の発明になる「すだれ

コリメータ」技術を駆使した SXT は.ブレアの tIlt

'1i'，'J1f H生や分J:Iiに威力を発抑した。展 HH 式太陽電池

パドノレ， S バンド送信機、梢官磁気安勢制御など.

rたんせい 4 サJ で雌Ji~された多くの新技術を受

け継いだ「ひのとり」は，本絡的な天文 liJUill Jl申 :j !i}.

の時代の ~~I 井lけでもあった。絡 il 在袋出 I についても

SXT, SOX , J-1 XMの技術はそれぞれ SOLAR-A

のJ-1 XT ， BCS , WBSへ，また FLMは「てんま」

GS ドC を総て ASTRO-D GIS へと必笑に発展し

つつある。

後継機SOLAR-Aは「ひのとリ」の科学的・技

術的財団=を全而的に受け縦ぎ.また世界の太陽研

究者の熱いJijJ待を1l!って， .jl)びj患ってきた極大JijJ

の太防鋭iilllに挑む。しかしこの聞にわが1£1は 2 名

のかけがえのない太陽研究者を失った。 rひのと

リ」科ザチームで小心的な役'11iIIを来たし， SOLA

R-A の尖現にも大きな員献をされた且 l中挺雄教校

と， 1:1"'"の太陽電波観測のリーダーとして SOLA

R-A J-1 XT 装置の PI を務めてこられた叩裂 !t)!< 逃教

綬である。病のため惜しくも業キぱで他界された

ご耐 l 名の， t、を生かすためにも.何としても SOLA

R-A を成功させたいと忠う。

参巧文献としては， ISAS ニュース初代編集委

以長の平尾邦雄名手宇教按が'I'心となって古かれた

『淵べ科会/作 I皐「ひのとり JJ( 三省堂 i設住 No .1 15,

1985)，および削中艇雄若 rrひのとリ」がみた太

陽7 レア J( 日経サイエンス 1983年 5 月号-別冊69

にも収録)を挙げたし、。

(牧μー犬，東京大学恩l学部)
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哀悼

永田先生のご逝去を悼む

西村純

宇宙科学研究所の討

議員会の刷会長を長く

お勤めいただき，私i主

が敬愛して l卜まなかっ

た本問先生がこF逝去に

なったのは 6 月 3 日の

ことで与した。こんなに

も叩くこd逝去になられ

たことは，私達にとっ

て誠に捕怖の念にJ'，Il;え

ません。

先J には来い II:'H\:からのむ心峨気のご研究を初

的、南極観 ililJ.また地球物理'''!:全般に iゴつての数

多くのご業総による宇土院賞，文化勲詳1等r，図際

f的r内jにも若名な i催盃れた科t竿当芋F 名者一てでFあることはi良込(9;知知t廿l ら

れている円所rて

初め拍か苛らたつづFさわれ'今日の発展にまで導いて下

さった恩人でもあります。

糸川先生のベンンノレロケ y 卜が始まった 1950年

代の後半に、 III くも ICYの則|切にわが住|のロケン

ト観測笑現に尽力された半。 1960年代に入って，

宇*科学研究の;f;に共同利用の研究所の必袈性が

高まった 11:\:，東京大ザの~('di航空研究所の設立に

'I'心的な役'il~J を扶たして来られた事。研究所設立

後は自ら農学委只長として，ヰ甘{科学の進め方に

ついて道筋を立ててドさった事。そしてその後、

現f:tの'i-cHi科会佐研究所が発足して以来評議会只と

して )(10年近くに担って会長の吉識先生を補佐し

て刷会長の任に当たられ，今円の研究所を軌道に

乗せ発反させることに全力を尽くして下さった事。

この!日J，現在の字'd.i科ザー研究所の設立の元となっ

た文部省の学術審議会の昭和50年 14申とこの実現

に尽力して下さった-lJ'~o 税有の日本の宇前科学の

進展は先'I の大変なご努力の賜物であった$-が思

い出されます。

先'Iーとの例人的なおやl き介いについておく¢:を

討して mけるな句ば.平Lが先生に初めてお目にか

8

かったのは l滅後間もない.現在の超高府大気研究

成の前身にあたる 'm離府委貝会の4いでした。会議

では，天文の荻原維持i先生を座長に永 III先 'I が枠

半として取り仕切っておられました。今巧えて見

ると先生は30オ半ばのお年でしたが，すでに国際

的に者名な学省で，各研究者からの色々な報告に

対してきびきびと的雌なコメン l をされておられ

るのが印象的でした。

それから長い聞のお付き介いがあって，数年前，

r君， r.ti極での良い気球のプロジェクトを何か考

えてくれよ』というごイ点中耳カずありました。 1可くし

て『ポーラーパトロール気球』のアイデアをお話

したところ，翌年には早くもこの予算を極地副fに

用店、して下さいました。今年，昭和基地から rポ

ーラ ・パトローノレ気球』成功の報がとどいた時.

先生はすでにご入院 rl-' でしたが r成功の報を附l

いて病状もよくなった。 3 月の学J 院での講掛i会

で是~I 、この半を紹介したい』と大変喜んで下さっ

たことを 1月円の4J1-のように思い出します。病掘を

排して4'1怖され，これが先生の故後のご講演とな

ってしまいました。病床からこまごまとす問の~~~.

今後の南駆観測のこと，先生の学問に対する若々

しい情熱に満ちたお話やお子紙を mいて深い感銘

を受けずにはおられませんでした。

先生のご逝去は日本の枇も{まれた科学者の一人

を失ったという*の他に，私達にとっては戦後か

ら現住に至るまでの掛け替えのない先達を失った

という意味で大きな似失となってしまいました。

先生の長年に且る宇宙科学発展に尽くされたご

思とご指仰に感謝すると共に，今は只先生のご21

悩をお干'ii りするのみであります。

(にしむら・じゅん)



哀悼

有り難う御座いました永田先生

平尾邦雄

水問先生は「火成岩の熱銭留磁気のM'允」とい

う当時としてはまったく新しい千法によって地球

物理'干界に第一歩を踏み出された。勿論地球総場

は 19世紀から研究されておりー岩石が'111 峨してい

ることや岩引によっては}JUi の繊場とは逆に 'jil 磁

している事なども日正に知られていたがそのメカニ

スムを物理的に解明しようとされたのである。

東京帝l孟!大学:の地球物埋学教室に地球電磁気部

門が設けられその助教技として赴任されたのが昭

和 16年であリ，在、は昭和17年入学したが先生の第

三回目のこ:j': 'I'. となった。そうして l 年生め時から

先生の研究主にご厄介になった。その頃先生は慨

に水Ii';:岩のi磁気の研究もされており，力武さんや

l原因さん等の先輩のお臼l、をして向1 }jlililHr くの成凶

l闘の佳からサンプノレを採りその刊峨を測定するお

子{ムいをした。この械な時先生は私たちに鰻を御

馳走して下さったことも忘れられない。 1 年上に

は亡くなられた中閉さんがいて mi.削ム搬の研究を

していた。

この様にして先生は地球物則的中の'f[~ll.気年的

現象に次々と研究の分野を広げて行かれた。私を

京都大学の'iIiの鋭 illilに山したり.卒業研究で~1_lr

屯気の観測をさせて聞いたのもその一貫であった

のであろう。戦後京都大学の長谷川万千1 先'L 京

北大."/の }JII藤先~. it'波物理研究所の白Ij 且|先生.

名占~大学の[主]p先 'I'.等およそ電気般公と名の付

くものに紘のある先'I'. hーが本 fR先生と言l; し合って

おられたのをはたから f'ド凡していたがそれが円木

地球屯気磁気学会の発足に繋がったのである。先

生は I也6~や火山の i正峨気学的研究も大変精力的に

jj主められていた。 'i世後店、が復員して来た II寺，地球

物用学教室に絡を世くことを訂して mいたが地百

ifitをやらせて下さいとお願いした時にはどうも些

か御機嫌が:lE.かった様であった。しかし南海地ilE，

W， JI 地誌の余以酷lillilの H主余震の前には屯;此の方

luiが変わるらしいという結果を出した|時に少しは

物理的になったと主止めて mいた事を覚えている。

広は昭和25年には先'I'.のお勧めによって電波気象

ザの研究をする事で'I'央ftt波観測戸iii (fJUtの辿伝

総合研究所)に移った。 10年位して泣Mil困プラズ

?の[(.1按品1'1定法の研究からロケ y ト観測を始めて

暫くした昭和3R年京問先生に l呼び出され東京大"f

にできる宇宙航空研究所に砂らないかと員うお誘

いを受けた。町i和32-33年の国際地球観測年に始

まった我が同のロケ y 卜観測は実は水 HI先生等が

国際会議で日本独自でやると主張されて始まった

のである。先生は同時に始まった南極観測の責任

者ーとして多忙な前E訟をきれながら.一方で我が問

の乍hi研究の本絡的な休制刊りにも専心されてい

た。在、にこれからは「宇宙馬鹿」がいなければヰ

市術究を推進するギは出来ないのだと口われ私を

その一人と考えられたわけである。 7て出航空研'先

戸~r·の設立準備こ委以会のメンバーとして先ゴは }JL ，主

的宇宙科学研究所の基礎を築いて下さり，その後

も亡くなられるまで♂討議員として我が凶のヰ'由科

学の発展のために尽くして下さった。4:年病の中

でも必ず出席されていた学士院の例会で南械の周

[ul':<\J';~による磁場観測の結梨:の発表をされたのが

恐らく最後のお{上 :1> て"あったと思うが，南極と宇

宙を結び付けた研究としてきぞ静 [Ii ，出足であったろ

っ。

同年末頃からあの美食家であった先生が余り

食欲がないと言っておられた。 IIj 年の 7 Ji.久し

振りにお宅をお訪ねした時，丁度先生はよく行か

れる築地の jぜ司屋に山掛けておられた。 l店ぐ帰る

でしょうと言う奥憾のお話でお待ちしていたら帰

ってこられた先生は「うん， うまかった」と御機

嫌ではあったが何となく 4反れておられた。先生，

余り無理をされないほうがいいですよと申し卜げ

ると，そうだなと脊笑いをされていたのが大変印

象的であった。それから数か刈後に入院されるこ

とになった。年明けて一度:ぉ}~»)~いにイ 4 ったがや

はりお冗気てーはなかった。あのJl:気な先生が。先

生は日本のいや UI 料の地球物川 1学，ヰ宙科学のた

めに本当に-'!'.を隙げて下さいました。店、も公私

に H って色々とお世話になりました。戦後，先生

が疎開先の岩十 till からお川りの凶のご家族共々と

のお付き介ぃ ~r，: 思々い山すことは尽きぬれあリま

す。私事に IJ るヲ I'; も.}<失礼致しましたが.編集

委以会のご :&'1"1 にも沿うことに放しました。

フK回先生. 4:-:.'!:1 にイ i ')朝 I' う御座いました。

(ひらお・くにお)
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空飛ぶサッカーボール: C60の話

東京大学理学部尾中 敬

話のitt乱の7Gは昼間-J~IJJ て'炭素がとーの様な 7F5てU

存在しているのかもう一つ定かでないことに依る。

故近の乍街研の気J;Rによる遠赤外線観111肋‘ら炭素

イオンが銀河面に lム〈存イ「していることがわかっ

てきているが，どのくらいの炭訴がクラスターと

なリ，また 1剖相 lに取リ込まれているのかは， HST

を合めた今後の 1m星観測て'明らかになるものと期

待される (Cωの赤外バンドは.コドか不キか亦外域

の大気の窓の外にあるので地上からの保有は燥し

い L

炭素のクラスターが形成されるような条件が宇

宙空間 lでも笑現していれば， 2E飛ぶサンカーボ

JレC回の存在は不，思議なことではない。我々Ii，自

然がこんなサッカーボーノレの隊な構造の物質を安

定に選んだ不を不思議がるが， 山然の hからみれ

ば，この桃造が安定で C田の存イ i の普遍性はむし

ろ当然で，人間なとという生物が C曲と|ロ l じ構造

のものを作り出して，足て"蹴ってj!Iんでいる姿の

方がよっぽど不思議に映るのではないか。

(おなか・たかし)

C印の推定される構造

天商〈蹴り挙げられたサッカーポールが雫を飛

ぶように比えても不思議はないが，こんな特好の

ものがふわふわと字 'ill 宅聞を法っているという話

は，脊異に聞こえるかも知 lれない。

批ili:のクラスタービ ムの実験から， 60!1日の炭

紫からなるクラスタ がやけに安定であることが

わかり，尖はちょうどサ y カ ボ ノレの様な桃造

のクラスターがこの C聞にひ。ったりで，至上の対

称性から，無類の安定性も説明できると.めでた

しめでたしの話が広まっている。状 i兄~jJ拠の積み

上げも，サ y カーボール構造の信 i~性を高めるば

かりである。

新しいものにすぐに飛びつくのはなにも天文ザ

者に限られたわけではないだろうが，サ y カーボ

/レ C舶が宇宙空間にもたくさんあり，これまで

未解決の星 IBJ 現象をすべて説明できるとし、う II咋が

最近では 11.:まりつつある。例えば.紫外械の 220nm

吸収バンドとか，可視 Iまにあるいくつかの星 IU]1以

収バンド(例えはー 440nm にある)が CGO ヤによるも

のだという。尖際の '·1' f可:の C倒的紫外・可視のス

ベクトノレは観測とはあわないのだが，電線エネル

ギーが 6.4 から 7.geV と見いえられることから，昼間 1

~IMJ では C刷+となっているはずである。ヰ遂なこ

とに C印十のスベクトノレは実験が難しくまだ"十算以

外では符られてい主いので，この討はしばらくは

楽しめる。

と言うと， 詰の半を賞;えておられる方は， 10年

くらい前の，あのカーパイン(カルビンと発音し

た人もいたが，お~子の名前ではない)の話をだ

ぶらせるかもしれなし、。カーパインは当時新たに

比つかった炭素の雨漏相で.隙石中にも l司定され

たことから.宇宙空間にもいっぱいあって，同じ

ように，当時から未解決だった早問現象をすべて

説明できるという WJ j;\の li~. であったように記憶し

ている。あの話はどうなったのだろう。

女

@

大

*

ん/甘

ぞ\、，

\\.~斗

女
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オーストラリアでの国際会議に出席して

宇宙科学研究所市村 淳

も，その一つに出席する。会場は，リゾート地と

して有名なゴールドコース九きめの細かい真っ

向な砂浜がはるか彼方まで続いている。

この会議には ， *':180名の研究者が出席。二日聞

の会期中，朝 8 時から夕方 7 時まで，口頭発表が

46件.更にポスタ一発表も 30件行われた.本会議

よりもずっと親密で自由な雰囲気を感じる.

ロ蝋発表の持ち時間は，全μ一律に，講演10分

プラス討論 5 分。プログラムに余裕がないし，言

いたいことの多い人ばかりだから，時間通りに進

行させることが各セ'/;./ョンの座長の至上命令と

なる。講演l時 IMlが切れる 2 分前になると，座長は

ボールペンでグラスを叩いて合図をする。そして

続けて 2 恒l叩かれたら， N J-I Kの喉自慢と同じで.

話を止めなければいけないロ

この10分間に自分の言いたいことを伝えられる

かどうか，わかりやすく興味を引く話ができるか

どうかが勝負だ。だから.且.1，1，、切ってポイントを

絞る。そのように準備したはずだったのだが，や

はり，思ってもいなかったところで鐘の音を 1111 い

てしまう。 r故後lこ J と言って座長を安心させて

から.まとめのO J-l P "，ートをポして読み上げる。

中には，鐙が鳴っても強引に突っ走る人がか;る

が，それは飯事主を買う。むしろ i軍〈話を止めて対

越の時間を充実させる方が結局は効来的なのだ。

オランダの実験屋は r面白い問題を議論せずに

ここで終りますJ と言って残念そうな顔をする.

座長が質問を求めると，すかさず r蘭向い問題と

は何か」と戸がかかる。彼は，聴衆の支持のもと

に大威張りで予定していた話を続けることができ

るのだ。

この二週間は，収機の多い興1lfに満ちたもので

あった。ポスターの表題にケチを付けたドイツ人

とも，最後は.お互いの何がしかを理解し 111'良く

なって別れた。(いちむら・あつし)

7 月に二週間位オーストラリアへ行って来た。

ICPEAC という原子衝突物思学の同際会議に出席

するためである。

会議が行われたのは.沖縄と同じ綜度に位置す

る，東海岸のプリスベンという街。大きく蛇行す

る川のほとりに.近代的な超高層ビノレが，ノレネ y

サンス隊式の公会堂や議事堂とともに建ち並」ご。

日差しがまぶしく，静かでのんびりした街に冬の

長い彬がくっきりと伸びる。

地理的条件のためか過去数回の会議に比べれば

人数が少ないのだが，それでも30箇固から約500人

の研究者がここに集まった。週末を挟んだー迎IMI

の会J~J に， m待講演がのべ70件。最終日には用意

してきたノートが切れて，ホテルの使婆て'しのぐ。

l孟|際会議の脱糊味は.何と言っても，関心を共

有する人と知り合って深〈交流することだ。ポス

タ一発表がそのための絶好の場となる。幅l.8m ・

1切さJ. 2m のぬ市板が講演会場に隣媛するロビ

ーにズラリと並ぷ。発表イ首は，割り当てられた掲

示板を白山に倣ってよい。毎日 100 件を越すポス

ターがiiJJから張り出され，午後のポスタ セ y シ

ョンの時間を待たずに，午前中の休憩時間から議

論が始まる。

ポスターの前では，納得の行くまで質問をぶつ

けて議溢ができる。そのなかで，新しい観点を与

えられたリ，注目していなかった問題の丞裂性に

気が付かされることが多い。

逆に発表する 1則に立っと，線々な見地から質問

を受ける。だから.5苦学力以前に，相手の立場を

知っていないとうまく答えられない。ドイツの理

論屋から，中身ではなく，表題の言葉使いにケチ

を付けられる。 20分かかって，ょうやく，相手が

何を気にしているのかが判る。基本的な槻念をめ

ぐる理解が一致していないのだ。

本会議に引き絞いて，もう少し細かい専門分野

に別れて「衛星会議」がいくつか聞かれる。館者
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アリこそは星の海を想う

松本零士

ハレ-'!:;I'lL大按i丘の年，東京駅の階段を三段跳

びしてアキレス腿を切った。

結局見にも行けず.屋上にはいずり殺って地平

線の彼方を双IIIH.見で探索したがf去の然り。

~1'.iU♂の大不覚て“あった。

次に来るまて日のf，f命は持ち合わせがない。

楽しみにしていたのに情けない。

なにやら彼方で大爆発を起こして消えたとかい

う記#もあって，そうならそうでチ孫、を羨む事も

あるまいと自分に青い聞かせている。

あちこちで火山も大噴火する L，そうなると.

活発化した活動は地球上にだけ伺どまらず、太陽

系全体が騒々しくなっているのではあるまいかと

妄想したくなる。

物語を考える場合，たいていこうした外部の刺

激からなにやら骨絡が出米上がって.大ボラスペ

クタクノレがデ y チあがるのだ。

我々にとって平ねは附郊につながり，府突な刺

激はiJlJf乍に転化して生き rl'斐となる。

以後，新しいタイプの漫画作品が多数山現した

のも，敗戦という空前絶後の刺激がその駆動力に

なったのt:.。

なぜかは知らないが，そういった創作物の中て二

やたらに宇宙を舞台とする物語が多かったのは.

今になって考えると不思議な現象だった。

少年達は， トンボの羽をむしり， ~liを引っこ紘

きながら，空腹のさなかに. しかし字'耐を夢見て

L、た。

その中では，当時から日正に太陽系はとっくの昔

に征服しつくし，M;ぴ出 L，アンドロメダ，オリ

オンの彼方に人頬は旅していたのだ。

白献の恨理が，人間iの目が宇宙へIIJl くようにと

3持ったのかもしれない。

進化の当然の計;来として，人は宇宙へ省比、なく

飛び出して行〈運命を授けられているのかもしれ

むい。

地球は，天駆ける人百lの脳だったというと~し

し、。

繭の中は今，長〈続いた戦国時代の最後の瞬間

に i主いない。

宇宙に出ても少しはケンカをするだろう。

火星や金1止の独立戦争などというのが起こるか

もしれない。

しかし，未知の彼 }jから，いわゆるエイリアン

が飛来して遭遇しても，よくあったクラシ:.':7 5

Fのように，やたらめったら殺し合をするような

事はあるまい。

大体において，我々が創作物で打Ii \，、た r y:一面戦

争」は/UJj幸いであったと，この頃では子供達まで

そう古う。

反省してみれば，物ロ官の中で高度に発達した科

学機造物や兵器を操る宇宙人が司多くの場合組い

裸体であるのも，宇宙で r物司、を考える能力に

対する Ui賀ではなかったのか。

その宇宙人を， 日本人に当てはめてみれば良〈

判る。

戦争中の欧米のジャーナリストや，手証末以前に

帆船て'米i)jjした立教師連の一郎が本国へ書き送っ

たレポートを tJLんて凶みれば気が十J<。

r良心のJ!\l;い動物J，醜悪な拠教徒として普かれ

た日本人。

つまりは当時は我々がエイリアンの役を担って

いたのだ。

もしかすると，現在もその役を強要されている

のかもしれないではないか。

我々にもかつて，近隣諸国の人々にその役を押

し 1'1 けた汚在がある。

しかしそれでもなお腹立たしい，おのれクレ y

ソンめが.アリだとぬかしおって。

そんな事を土台にして，過去のエイリアン像を

払拭して宇宙を想わなければ，誤った形の宇宙へ

のfFが惨禍を引き起こすやもしれない。

何万年も先の遭遇になるのか，明日になるのか

知る術もないが，そんな司王を考えてみるだけでも

自分自身.ヰ宙時代に片足をかけた世代だと自覚

できて鰍大な気分に浸れる。

>JL尖は厳しく I当分が'下宿を飛，，;，1:1は，可能性

にして本に等しい。

今はただ，我が園白前の宇宙船に自前の同胞が

搭乗して宇'由へ来 I) 出す日の~よるべく早からん

4与を祈るのみだ。
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